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～はじめに～ 

 

名取市では、一般にわかりにくいとされている市の財政状況についてわかりやすい形で公表し、市民の

皆様からお預りした税金の使いみちをお知らせするとともに、市が保有する資産及びその調達財源をお示

しすることで、これまでの世代の負担により形成された財産と、将来世代が負担しなければならない債務と

を明らかにするための試みとして、平成２０年度決算分より、民間の会計手法を取り入れた財務諸表を作

成、公表しております。 

 

今回、令和２年度決算分として作成、公表する財務諸表は①「貸借対照表（市の資産と債務のバランス

や、市が保有する資産の財源を明らかにします）」②「行政コスト計算書（市がお預りした税金の使いみちを

性質別に確認します）」③「純資産変動計算書（資産と債務の差額（純資産）の単年度における変動要因を

確認します）」並びに④「資金収支計算書（業務活動収支、投資活動収支及び財務活動収支の性質ごとの

単年度における現金の動きを確認します）」の４表です。作成にあたっての基準日は令和３年３月３１日とし、

令和２年４月１日からの一年間における資産や資金の動きを表すものとしております。 

 

財務諸表の作成範囲は、一般会計（主に税を財源として運営される最も基本的な会計です。）、休日夜

間急患センター特別会計、土地取得特別会計及び被災市街地復興土地区画整理事業特別会計（以下

「一般会計等」といいます。）の４会計としています。 

本財務諸表は後日関連団体等を含めた連結ベースにより作成、公表することを予定していますが、当

面は「一般会計等編」として広く市民の皆様と関わりのある一般会計等について内容を公表することが重

要と考え、このような作成範囲としております。 

 

これらの財務諸表は、民間の会計手法で用いられる発生主義や複式簿記の考え方を取り入れたものと

なっておりますが（市町村などのいわゆる官庁会計は現金主義、単式簿記）、民間企業がその活動をとお

して利益を生み出していくことを大きな目的とする一方、市の財政が住民の福祉増進を図るための税収の

再配分を目的とするなど、存立目的そのものに大きな違いがあることから、財務諸表の作成手法やその考

え方にもおのずから違いがあり、民間の企業会計に慣れ親しんだ市民の皆様には違和感のあるものとな

るかもしれません。 

 

しかしながら、今回公表する財務諸表により、通常の市の決算情報のみでは容易には認識することがで

きなかった市のさまざまな財政情報を知ることができると思います。自らが負担した税金の使いみちについ

て認識を深めていただき、これからの市政運営に更なるご理解をいただければと思います。 

 

なお、平成２８年度決算分より、平成２０年度決算以降作成してきた「総務省方式改訂モデル」にかわり、

総務省が平成２９年度までに全ての地方公共団体において作成することを要請している「統一的な基準」

に基づいて財務諸表を作成しております。「統一的な基準」は、これまで各地方公共団体の判断で採用し

てきた「総務省方式改訂モデル」、「基準モデル」、「東京都や大阪府等の方式」など複数存在する作成方

式について、すべての地方公共団体に適用できる標準的な基準として総務省から示されているものです。 
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１ 貸借対照表 

 

貸借対照表は、基準日時点で市がどのような資産をどの程度保有しているのか、また、その資産

がどのような財源でまかなわれているのかを対照表示した財務書類です。貸借対照表により、基準

日時点における市の財政状態（資産・負債・純資産といったストック項目の残高）がわかります。

民間企業が作成する貸借対照表は、主に株主や金融機関等に対して企業の経営状況を示すことを目

的としているのに対し、市が作成する貸借対照表は、主に納税者に対して行政活動の成果としてど

のような資産が形成されてきたのかを示すことを目的としています。 

 

貸借対照表の作成について、これまで作成してきた「総務省方式改訂モデル」では、決算情報のデータ

化が行われた昭和４５年度以降の決算データの集計、組み換えにより行ってきましたが、平成２８年度決

算分から「統一的な基準」へ財務諸表の作成方法を変更することに伴い、新たに平成２８年度始（平成２８

年４月１日現在）における「統一的な基準」による貸借対照表を作成し、複式簿記による年間を通じた取引

ごとの仕訳内容を反映しています。 

 

資産の部については、公共施設やインフラ資産などの有形固定資産、有価証券や民間企業等に対する

出資金・貸付金などの残高を示す投資その他の資産（市が特定の目的のために積立を行っている基金の

残高や未収金のうち１年以上収入が滞っている長期延滞債権なども含まれます。）並びに現金や財政調

整基金などの流動資産により構成されています。 

 

負債の部については、地方債（令和３年度以降に償還を予定している部分）や退職手当引当金、損失補

償等引当金などの固定負債、地方債（令和２年度に償還を予定している部分）や賞与引当金などの流動

負債により構成されています。 

 

純資産の部については、資産の部と負債の部の差額が計上されており、資産のうち財源を負債に頼ら

ない部分により構成されています。純資産の部では、純資産の財源を明らかにすることを目的として、固定

資産等形成分（資産形成のために充当した税等財源の蓄積分）、余剰分（不足分）（地方公共団体の費消

可能な資源の蓄積分）に区分表示しています。 

 

名取市の令和２年度末（令和３年３月３１日現在）における貸借対照表は次ページのとおりです。 
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（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 259,035,305 固定負債 30,878,822

有形固定資産 231,160,345 地方債 26,306,888

事業用資産 95,209,680 ※ 長期未払金 377,063

土地 45,725,401 退職手当引当金 3,102,122

立木竹 - 損失補償等引当金 11,461

建物 79,141,712 その他 1,081,288

建物減価償却累計額 △ 34,021,578 流動負債 3,451,218

工作物 4,803,154 1年内償還予定地方債 2,913,971

工作物減価償却累計額 △ 2,426,925 未払金 132,247

船舶 - 未払費用 -

船舶減価償却累計額 - 前受金 -

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 306,394

航空機 - 預り金 98,606

航空機減価償却累計額 - その他 0

その他 2,563,536 34,330,040

その他減価償却累計額 △ 1,271,722 【純資産の部】

建設仮勘定 696,103 固定資産等形成分 262,471,156

インフラ資産 135,331,930 余剰分（不足分） △ 27,899,945

土地 44,485,382

建物 81,404

建物減価償却累計額 △ 54,248

工作物 115,460,677

工作物減価償却累計額 △ 25,711,958

その他 252,580

その他減価償却累計額 △ 160,052

建設仮勘定 978,145

物品 3,975,599

物品減価償却累計額 △ 3,356,865

無形固定資産 -

ソフトウェア -

その他 -

投資その他の資産 27,874,960

投資及び出資金 19,191,805

有価証券 1,277

出資金 19,190,528

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 296,141

長期貸付金 593,917

基金 7,810,918

減債基金 953,781

その他 6,857,137

その他 -

徴収不能引当金 △ 17,821

流動資産 9,865,946 ※

現金預金 6,218,302

未収金 232,089

短期貸付金 52,149

基金 3,383,703

財政調整基金 3,383,703

減債基金 -

棚卸資産 -

その他 0

徴収不能引当金 △ 20,296 234,571,211

268,901,251 268,901,251

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

貸借対照表
（令和３年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計
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6
0
,3

4
5
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 ②
投

資
及

び
出

資
金

の
明

細

市
場

価
格

の
あ

る
も

の
（
単

位
：
千

円
）

銘
柄

名
株

数
・
口

数
な

ど
（
A
）

時
価

単
価

（
円

）
（
B
）

貸
借

対
照

表
計

上
額

（
A
）
×

（
B
)

（
C
)

取
得

単
価

（
円

）
（
D
)

取
得

原
価

（
A
）
×

（
D
)

（
E
)

評
価

差
額

（
C
）
－

（
E
)

（
F
)

（
参

考
）
財

産
に

関
す

る
調

書
記

載
額

東
北

電
力

株
式

会
社

1
,2

2
2

1
,0

4
5

1
,2

7
7

4
9
5

6
0
5

6
7
2

6
0
5

合
計

1
,2

2
2

1
,0

4
5

1
,2

7
7

4
9
5

6
0
5

6
7
2

6
0
5

市
場

価
格

の
な

い
も

の
の

う
ち

連
結

対
象

団
体

（
会

計
）に

対
す

る
も

の
（
単

位
：
千

円
）

相
手

先
名

出
資

金
額

（
貸

借
対

照
表

計
上

額
）

（
A
)

資
産

（
B
)

負
債

（
C
)

純
資

産
額

（
B
）
－

（
C
)

（
D
)

資
本

金
（
E
)

出
資

割
合

（
％

）
（
A
）
/（

E
)

（
F
)

実
質

価
額

（
D
)×

（
F
)

（
G
)

投
資

損
失

引
当

金
計

上
額

（
H
)

（
参

考
）
財

産
に

関
す

る
調

書
記

載
額

水
道

事
業

会
計

1
1
4
,9

4
4

下
水

道
事

業
等

会
計

1
8
,9

4
2
,8

5
5

公
益

財
団

法
人

名
取

市
文

化
振

興
財

団
5
0
,0

0
0

7
8
,4

0
3

5
0
,0

0
0

1
0
0
%

7
8
,4

0
3

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
5
0
,0

0
0

合
計

1
9
,1

0
7
,7

9
9

7
8
,4

0
3

5
0
,0

0
0

7
8
,4

0
3

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
5
0
,0

0
0

市
場

価
格

の
な

い
も

の
の

う
ち

連
結

対
象

団
体

（
会

計
）以

外
に

対
す

る
も

の
（
単

位
：
千

円
）

相
手

先
名

出
資

金
額

（
A
)

資
産

（
B
)

負
債

（
C
)

純
資

産
額

（
B
）
－

（
C
)

（
D
)

資
本

金
（
E
)

出
資

割
合

（
％

）
（
A
）
/（

E
)

（
F
)

実
質

価
額

（
D
)×

（
F
)

（
G
)

強
制

評
価

減
（
H
)

貸
借

対
照

表
計

上
額

（
Ａ

）
－

（
Ｈ

）
（
Ｉ）

（
参

考
）
財

産
に

関
す

る
調

書
記

載
額

仙
台

空
港

鉄
道

株
式

会
社

4
3
1
,0

0
0

▲
 7

51
,95

5
7
,2

2
9
,0

0
0

6
%

▲
 4

4,8
32

4
3
0
,9

9
9

  
  

  
  

  
  

  
  

  
1

4
3
1
,0

0
0

そ
の

他
（
２

２
件

）
9
2
,4

0
2

9
,6

7
4

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
8
2
,7

2
8

9
2
,3

7
2

合
計

5
2
3
,4

0
2

▲
 7

51
,95

5
7
,2

2
9
,0

0
0

▲
 4

4,8
32

4
4
0
,6

7
3

8
2
,7

2
9

5
2
3
,3

7
2

1
9
,1

9
1
,8

0
5
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 ③
基

金
の

明
細

（
単

位
：千

円
）

種
類

現
金

預
金

有
価

証
券

土
地

そ
の

他
合

計
(貸

借
対

照
表

計
上

額
)

(参
考

)財
産

に
関

す
る

調
書

記
載

額

財
政

調
整

基
金

3
,3

8
3,

7
0
3

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

3
,3

8
3,

7
0
3

3
,3

8
3,

7
0
3

減
債

基
金

9
5
3,

7
8
1

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

9
5
3,

7
8
1

9
5
3,

7
8
1

特
定

目
的

基
金

5
,5

1
8,

6
4
9

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

5
,5

1
8,

6
4
9

5
,5

1
8,

6
4
9

土
地

開
発

基
金

2
6
1,

2
7
1

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

1
,0

6
3,

7
1
7

1
,3

2
4,

9
8
8

1
,3

2
4,

9
8
8

そ
の

他
定

額
運

用
基

金
1
3
,0

1
2

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

48
8

1
3
,5

0
0

1
3
,5

0
0

合
計

1
0
,1

3
0,

4
1
6

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

1
,0

6
4,

2
0
5

1
1
,1

9
4,

6
2
1

1
1
,1

9
4,

6
2
1
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④
貸

付
金

の
明

細
（
単

位
：
千

円
）

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

地
方

公
営

事
業

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

一
部

事
務

組
合

・
広

域
連

合
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

地
方

独
立

行
政

法
人

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

地
方

三
公

社
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

第
三

セ
ク

タ
ー

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

そ
の

他
の

貸
付

金
5
9
3,

9
1
7

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

5
2
,1

4
8

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

6
4
6,

0
6
5

　
　

災
害

援
護

資
金

貸
付

金
5
9
3,

9
1
7

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

52
,1

48
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

-
6
4
6,

0
6
5

合
計

5
9
3,

9
1
7

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

5
2
,1

4
8

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
-

6
4
6,

0
6
5

相
手

先
名

ま
た

は
種

別

長
期

貸
付

金
短

期
貸

付
金

（
参

考
）

貸
付

金
計



9 

 

 ⑤
長

期
延

滞
債

権
の

明
細

（
単

位
：
千

円
）

⑥
未

収
金

の
明

細
（
単

位
：
千

円
）

相
手

先
名

ま
た

は
種

別
貸

借
対

照
表

計
上

額
徴

収
不

能
引

当
金

計
上

額
相

手
先

名
ま

た
は

種
別

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

【
貸

付
金

】
【
貸

付
金

】

第
三

セ
ク

タ
ー

等
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
-

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
第

三
セ

ク
タ

ー
等

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

そ
の

他
の

貸
付

金
7
7
,8

9
8

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

そ
の

他
の

貸
付

金
5
6
,7

2
5

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

　
　

災
害

援
護

資
金

貸
付

金
7
7
,8

9
8

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

　
　

災
害

援
護

資
金

貸
付

金
5
6
,7

2
5

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

小
計

7
7
,8

9
8

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

小
計

5
6
,7

2
5

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

【
未

収
金

】
【
未

収
金

】

税
等

未
収

金
1
4
0,

0
6
8

▲
 1

4
,1

2
2

税
等

未
収

金
1
5
1,

2
6
6

▲
 2

0
,1

1
1

　
　

個
人

市
民

税
8
6
,2

8
0

▲
 7

,0
4
7

　
　

個
人

市
民

税
4
3
,1

1
3

▲
 3

,5
2
1

　
　

法
人

市
民

税
2
,2

8
1

▲
 5

5
2

　
　

法
人

市
民

税
2
3
,3

3
7

▲
 5

,6
4
8

　
　

固
定

資
産

税
4
0
,5

5
8

▲
 5

,4
0
2

　
　

固
定

資
産

税
7
4
,4

9
9

▲
 9

,9
2
2

　
　

軽
自

動
車

税
4
,3

9
7

▲
 5

0
2

　
　

軽
自

動
車

税
2
,3

3
4

▲
 2

6
6

　
　

都
市

計
画

税
6
,5

5
2

▲
 6

1
9

　
　

都
市

計
画

税
7
,9

8
3

▲
 7

5
4

そ
の

他
の

未
収

金
7
8
,1

7
5

▲
 3

,6
9
9

そ
の

他
の

未
収

金
2
4
,0

9
8

▲
 1

8
5

　
　

保
育

料
8
,7

4
4

▲
 5

5
7

　
　

保
育

料
1
,4

2
7

▲
 9

1

　
　

住
宅

使
用

料
1
3
,5

6
0

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

　
　

住
宅

使
用

料
3
,7

7
3

-
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

　
　

給
食

費
1
2
,3

5
9

▲
 1

,7
7
6

　
　

給
食

費
61

8
▲

 8
9
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令和２年度末現在（令和３年３月３１日現在）における名取市の総資産は２，６８９．０億円となりました。

それに対して地方債をはじめとする負債が３４３．３億円、純資産が２，３４５．７億円となっています。総資

産の約１２％を負債が占めているということになりますが（純資産は約８８％）、このことは、市が有する財産

のおよそ１割分を、将来世代が主に税として負担しなければならないことを意味しており、逆に市が有する

財産のおよそ９割分が過去の世代により負担済みということができます。将来世代にどの程度の負担を残

すことが許容されるのかを判断することは容易ではありませんが、将来世代も学校や道路、公園などを利

用することを考えると、ある程度の負担を残すことは一定程度認められるべきと考えられます。 

なお、令和２年度における名取市の市税収入は１１９．５億円でしたので、名取市の資産総額は市税の

およそ２２．５年分、負債の総額は市税のおよそ２．９年分となります。 

 

【表１】資産、負債及び純資産の内訳 

資  産 

（２，６８９．０億円） 

１００／１００ 

負  債 

（３４３．３億円） 

１３／１００ 

純資産 

（２，３４５．７億円） 

８７／１００ 

 

 

（１）資産の部 

 

資産の部の内訳を見ると、２，６８９．０億円のうち２，５９０．３億円（構成率９６．３％）は有形固定資産や

投資及び出資金などをはじめとする固定資産が占め、その次に、現金や財政調整基金などの流動資産が

９８．７億円（４．１％）と続きます。資産の部全体については、前年度に比べて６３．７億円の減となりました。 

 

① 固定資産 

 

固定資産については、「有形固定資産」、「無形固定資産」及び「投資その他の資産」の３つに分類して

表示しています。 

 

ⅰ）有形固定資産 

令和２年度末現在における有形固定資産の残高は２，３１１．６億円です。有形固定資産は行政サービ

スを提供することを目的とする資産ですが、その内訳をみると、学校や保育所などの公共施設（市民の利

用に供する施設）、庁舎や消防署などの公用施設（行政活動に直接使用する施設）が含まれる事業用資

産が９５２．１億円（構成率４１．２％）、道路や公園などのインフラ施設（市民生活の基盤となる施設）が含

まれるインフラ資産が１，３５３．３億円（５８．５％）、取得価額５０万円以上の備品など物品が６．２億円（０．

３％）となりました。令和２年度は、被災市街地復興土地区画整理事業などの復興事業等により新たな資

産を取得したことから、有形固定資産全体で３．９億円の増となりました。 
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【表２】有形固定資産の内訳 

資産の種類 
令和元年度末残高 

（構成率） 

令和元年度末残高 

（構成率） 
主な内容 

事業用資産 ９５２．１億円（４１．２％） １，１５６．７億円（５０．１％） 庁舎・学校など 

インフラ資産 １，３５３．３億円（５８．５％） １，１４４．７億円（４９．６％） 道路・公園など 

物品 ６．２億円（ ０．３％） ６．３億円（ ０．３％） 取得価額５０万円以上の備品 

有形固定資産計 ２，３１１．６億円（１００．０％） ２，３０７．７億円（１００．０％）  

 

固定資産のうち有形固定資産については、原則として取得原価により計上していますが、平成２８年度

始（平成２８年４月１日現在）以前に取得した有形固定資産については、取得原価が不明なものなどは資

産の種類に応じ、土地であれば固定資産税概要調書による地目ごとの平均単価、建物であれば建物共済

における再調達価額、道路であれば道路幅員別の平均単価など、総務省による「統一的な基準」に基づい

て再調達原価を計上しています。なお、道路及び水路の敷地などについては備忘価額１円とし、物品につ

いては取得価額が５０万円以上の備品などを計上しています。 

再調達原価により計上している資産については、地価や物価が大きく変動しているため、実際の取得価

額や実勢の価額と差が生じているものと想定されます。しかしながら、道路や学校など有形固定資産に計

上している資産については、そもそも売却を想定していないこと、過去の税金の使いみちを示すことのほう

が重要であることから、再調達原価により計上する取り扱いとしています。 

なお、減価償却については、施設や設備ごとの耐用年数に応じた減価償却期間を耐用年数省令に準じ

て設定し、定額法により償却を行っています。 

 

ⅱ）無形固定資産 

無形固定資産については、特許権や著作権などの財産権や、地上権や地役権などの用益物権が計上

されますが、令和２年度末現在において計上すべき資産が存在しないため、無形固定資産は計上してい

ません。 

 

ⅲ）投資その他の資産 

投資その他の資産については、各種団体や市の公営企業（水道事業・下水道事業等）に対する出資金

の残高を示す投資及び出資金、個人や法人に対する貸付金の残高を示す長期貸付金、減債基金やその

他特定目的基金への積立金残高である基金、税や使用料など未収金のうち１年以上収入が滞っている長

期延滞債権など、有形固定資産以外の各種資産（流動資産に計上するものを除く。）により構成されてい

ます。 

令和２年度末現在における投資その他の資産は２７８．７億円ですが、その内容については、投資及び

出資金が１９１．９億円と投資その他の資産全体の６８．９％、長期貸付金が５．９億円と投資その他の資

産全体の２．１％、基金が７８．１億円と投資その他の資産全体の２８．０％などとなっています。 

 投資その他の資産の全体については、２７８．７億円となり前年度から２５．７億円の減となりました。これ

は復興事業の進捗にあわせて東日本大震災復興交付金基金を取り崩したことなどが主な要因です。 

 

ア）投資及び出資金 

投資及び出資金のうち、市の下水道事業等会計に対する出資金が１８９．４億円と、投資及び出資金の

９８．７％を占めています。市ではこれまで臨空地区を始めとする新市街地や、高舘地区などの下水道の



12 

 

整備に重点的に取り組んできた結果、これらの財源として出資金残高が計上されています。 

なお、投資及び出資金のうち市場価額のあるものについては時価による資産計上を行うこととしていま

す。また、市場価額のないものについては出資先の財務状況を踏まえた実質的な価額（実質価額といいま

す。）を算出し、当該実質価額が取得原価の７０％を下回った場合は損失計上を行うこととしています。 

 

イ）長期貸付金 

投資その他の資産のうち長期貸付金の残高は５．９億円と前年度に比べて１．３億円の減となりました。 

長期貸付金には、東日本大震災に伴う災害援護貸付金が計上されています。 

 

ウ）基金 

投資その他の資産のうち基金の残高は７８．１億円と前年度に比べて２６．２億円の減となりました。 

基金の内訳については【表３】のとおりです。 

 【表３】基金の内訳 

基金等の種類 
令和２年度末 

残      高 

令和元年度末 

残      高 
主な内容 

減債基金 ９５４百万円 １，３００百万円 市債の償還金の財源に充てるための基金 

その他特定目的基金 ６，８５７百万円 ７，７８８百万円 将来の事業実施や果実運用のための基金 

 仙台空港周辺環境整備基金 ２４６百万円 ２６６百万円 空港周辺地域の環境整備に 

 ふるさと振興基金 ３０８百万円 ３１５百万円 国際交流事業に 

 長寿社会対策基金 ０百万円 ０百万円 敬老事業に 

 新住宅市街地整備基金 １９８百万円 ２１４百万円 新団地の環境整備に 

 ふるさと水と土保全基金 ２８０百万円 １１百万円 土地改良施設の機能強化に 

 市営住宅建設基金 １，９１９百万円 １，４７２百万円 市営住宅の建設に 

 総合福祉センター建設基金 ０百万円 ６３百万円 総合福祉センターの建設に 

 ふるさと寄附基金 １，２５５百万円 １，００５百万円 ふるさと納税の活用に 

 災害復興基金 １，２４２百万円 １，４９８百万円 東日本大震災の復興事業に 

 東日本大震災復興交付金基金 ０百万円 ２，８７５百万円 東日本大震災の復興事業に 

 震災遺児孤児奨学金支給基金 ４７百万円 ５３百万円 震災遺児孤児の奨学金に 

 森林環境譲与税 １３百万円 ４百万円 森林環境の整備に 

 こどもまちづくり基金 １０百万円 １０百万円 こどもまちづくり活動の推進に 

土地開発基金 １，３２５百万円 １，３２４百万円 公共用地の先行取得のための基金 

その他定額運用基金 １４百万円 １４百万円 貸付金等として定額運用するための基金 

介護保険貸付基金 １百万円 １百万円 介護保険被保険者への貸付基金 

高額療養費貸付基金 １０百万円 １０百万円 高額療養費受給者への貸付基金 

用品調達基金 ３百万円 ３百万円 集中購買による用品調達効率化に 

基金等計 ７，８１１百万円 １０，４２６百万円  

 

エ）長期延滞債権 

市が有する未収金のうち１年を超えて収入が滞っているもの（いわゆる滞納繰越分）については、長期

延滞債権として投資その他の資産に計上しています。長期延滞債権の内容には様々なものがありますが、

内訳としては市民税や固定資産税などの市税が１．４億円、保育料や市営住宅使用料、給食費など市税

以外の債権が１．６億円となっています。長期延滞債権は前年度と比較して、０．４億円増の３．０億円とな

りました。 

 

 

オ）徴収不能引当金 
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前述の長期延滞債権の一部については、未納者の行方不明や死亡など（未納者が法人である場合は

会社の倒産など）により回収ができず、不能欠損処分をせざるをえないものがあります。 

ここでは、長期延滞債権のうち徴収不能が見込まれる部分を、債権の種類ごとに過去５年間の不能欠

損実績率の平均により推計し、徴収不能引当金として資産にマイナス計上しています。 

徴収不能引当金は、企業会計における貸倒引当金に相当するものといえますが、その計上額は０．２億

円となっており、前年度と比較し０．０億円（９４３千円）の減となっています。 

 

② 流動資産 

 

流動資産については、予算の年度間調整を目的とし、使途を拘束されない財政調整基金や現金預金に

加え、未収金のうち未収期間が１年以内のものにより構成されています。令和２年度末現在における流動

資産の計上価額は９８．７億円と、全資産に占める割合は３．７％となり、前年度から４２．０億円の減となり

ました。 

 

ⅰ）現金預金 

現金預金には、歳入歳出予算に計上されない歳計外現金も含みます。十分な現金預金の残高があれ

ば、災害などの突発的な財政需要にも弾力的に対応することが可能となるため、財政調整基金を含めた

現金預金等残高の推移は注意深く観察する必要があります。 

なお、現金預金の残高が減少に転じた場合などは、その年度の支出をその年度の収入でまかなうこと

ができずに、基金の取り崩しにより財政運営を行わざるを得なかったということであり、そのことは財政の硬

直化が進行していることを示すことになります。なお、貸借対照表の現金預金残高は、後にお示しする資

金収支計算書の金額と一致しています。 

 

ⅱ）未収金 

市が有する未収金のうち１年を超えて収入が滞っているものについては、長期延滞債権として投資その

他資産に計上を行いましたが、未収金のうち未収期間が１年以内のものは短期の「未収金」として流動資

産に計上を行います。令和２年度末現在における短期の未収金残高は、市民税、固定資産税などの市税

が１．５億円、保育料や給食費など市税以外の債権が０．８億円となりました。未収金全体で前年度と比較

すると、０．７億円増の２．３億円となっています。 

なお、長期延滞債権と同様に、短期の未収金についても過去５年間の不能欠損実績率の平均による推

計を行い、徴収不能引当金として資産にマイナス計上しています。徴収不能引当金の令和２年度末時点

の残高は前年度から０．１億増の０．２億円になっています。 

 

（２）負債の部 

 

負債の部は大きく分けて固定負債と流動負債に区分されます。固定負債には主なものとして、地方債

（流動負債となるものを除く。）や退職手当引当金、損失補償引当金などがあり、流動負債には主なものと

して地方債（基準日から１年以内に償還を行うもの。）や賞与引当金などがあります。 

固定負債と流動負債の割合は、固定負債が３０８．８億円で負債全体の８９．９％、流動負債が３４．５億

円で負債全体の１０．１％となっています。 
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なお、負債の資産全体に占める割合は１２．８％となり、前年度より５．８億円の増となっています。 

 

①固定負債 

 

固定負債は地方債（流動負債となるものを除く。）、長期未払金、退職手当引当金及び損失補償等引当

金により構成されています。 

 

ⅰ）地方債 

固定負債のうち地方債については、地方債全体から流動負債に計上する翌年度（令和３年度）償還予

定分を除いた部分になります。 

 

なお、地方債については流動負債に計上する地方債とあわせて説明したほうが現状を把握しやすいと

考えられますので、以下地方債全体について説明を行います。 

流動負債分を含めた地方債の残高については、合計で２９２．２億円となりました。負債全体に占める割

合は８５．１％、資産全体に占める割合は１０．９％となっています。前年度と比較すると、３．３億円の減と

なっています。 

地方債のうち主なものとしては、公共資産の整備財源として発行する普通債（県等が行う公共資産整備

事業に対する負担金等の財源として発行するものも含む。）があげられますが、そのほかにも、災害復旧

事業の財源として発行する災害復旧債、一般財源として特例的に発行が認められている臨時財政対策債

などがあります。地方債残高の内訳は【表４】のとおりです。 

 

 

【表４】地方債残高の内訳（流動負債分を含む） 

年度末残高 

地方債種別 
令和２年度末 令和元年度末 発行目的 

普通債 １７０．０億円 １７５．９億円 公共資産整備事業の財源として 

災害復旧債 ５．1 億円 ０．９億円 災害復旧事業の財源として 
臨時財政対策債・減税補てん債等 １１７．１億円 １１８．７億円 一般財源として 

合   計 ２９２．２億円 ２９５．５億円  

 

なお、今日の地方財政制度においては、地方債の種類に応じて償還額の一部または全部を後年度の

地方交付税の算出基礎に含め、市町村等に地方交付税として交付する手法がとられています（例えば臨

時財政対策債は理論上その全額が後年度の地方交付税に加算され、交付されることになっています。）。 

令和２年度末現在における本市の地方債残高は、固定負債・流動負債あわせて２９２．２億円となってい

ますが、そのうち１７９．４億円（地方債全体の６１．４％）は後年度に地方交付税の算出基礎に含まれるこ

とが現制度上予定されています。このことから、名取市の将来世代が純粋に市税として負担することとなる

地方債は、（国から交付される地方交付税も、もとをたどれば所得税や法人税などの国税であり、広く国民

が負担するものであることに変わりはありませんが）正味で１１２．８億円ということになります。 

地方債のうち翌年度（令和３年度）に償還を行う部分は流動負債として計上されます。地方債残高２９２．

２億円のうち、流動負債に計上する１年内償還予定分は２９．１億円です。 

 

ⅱ）長期未払金 
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固定負債のうち長期未払金の残高は３．８億円となり、前年度と比較すると１．２億円の減となりました。

長期未払金には、物件の購入等にかかる未払金として、債務負担行為に基づく契約により分割で支払うこ

ととしているＰＦＩの手法で整備した学校給食センター整備費用にかかる未払金残高（流動負債となるもの

を除く。）を計上しています。 

学校給食センターの整備にかかる未払金には、固定負債・流動負債分あわせて５．１億円を計上してい

ます。 

 

ⅲ）退職手当引当金 

固定負債のうち退職手当引当金の残高は３１．０億円と、前年度に比べ３．５億円の増となりました。 

退職手当引当金については、基準日において在職する全職員（特別職を含む。）が普通退職した場合を

想定して算出しています（財政健全化法に基づく将来負担比率の算定に用いる退職手当負担見込額の算

出方法）。 

 

現実の支払が目前に生じるものではありませんが、退職手当の持つ賃金の後払い的な性質を考慮した

場合、職務に従事した期間を通して、将来的に支払うべき退職手当の支払債務が発生しているものと考え、

引当金計上しているものです。なお、名取市では退職手当組合に加入しているため、退職手当組合が退職

手当の支払いを行っています。 

 

ⅳ）損失補償等引当金 

固定負債のうち損失補償等引当金の残高は０．１億円と、前年同額となりました。 

損失補償等引当金には、金融機関との損失補償契約に基づく損失補償料支払見込額として算出した額

を計上しています。 

金融機関との損失補償契約に基づく損失補償料支払見込額については、市が契約により損失補償を行

うこととしている金融機関による中小企業等への融資について、過去の損失補償実行率等を勘案した損失

補償料支払見込額を算出し、引当金計上を行っているものです（財政健全化法に基づく将来負担比率の算

定に用いる負担見込額の算出方法）。 

 

ⅴ）その他 

固定負債のその他には、市営住宅の預り敷金と土地開発基金借入金を計上しています。令和２年度末

残高は前年度から６．６億円増となり、１０．８億円になりました。 

 

③ 流動負債 

 

流動負債は地方債（固定負債となるものを除く。）や未払金（固定負債となるものを除く。）、賞与等引当

金などにより構成されています。令和２年度末現在における流動負債の計上額は３４．５億円と、負債全体

に占める割合は１０．１％、資産全体に占める割合は１．３％となっており、前年度から０．３億円減となって

います。 

 

ⅰ）１年内償還予定地方債 

流動負債のうち１年内償還予定地方債には、地方債の残高のうち翌年度（令和３年度）に償還する部分
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を計上しています。 

翌年度償還予定地方債の残高は２９．１億円と、前年度から１．１億円の減となりました。 

 

ⅱ）未払金 

流動負債のうち未払金には、債務負担行為に基づく契約により分割で支払うこととしている、ＰＦＩの手法

で整備した学校給食センター整備費用のうち翌年度（令和２年度）に償還する部分のほか、道路事業用地

購入費用など令和２年度末までに契約済みの財産購入費用のうち支払いが翌年度（令和３年度）となる部

分を計上しています。 

未払金の残高は１．３億円と、前年度に比べて０．１億円の減となりました。 

 

ⅲ）賞与等引当金 

流動負債のうち賞与等引当金には、翌年度（令和２年度）の上期に支払いを行うこととしている賞与等の

うち、年度内に支払が確定したとみなされる部分について計上しています。例えば翌年度の６月に３０万円

の賞与の支払が予定されている場合、年度末現在では６ヶ月（１２月～５月）分のうち４ヶ月（１２月～３月）

分の賞与の支払債務が生じているものとみなして２０万円（３０万円×４／６）の引当金計上を行います。 

 賞与引当金の残高は３．１億円と、前年同額となりました。 

  

（３）純資産の部 

 

純資産の部は、資産の合計から負債の合計を差し引いた残額により計上されます。純資産は、資産残

高のうちその調達財源を地方債などの負債によらない部分ということができますが、その構成要素としては、

固定資産等形成分と余剰分（不足分）の２つに分けられます。 

なお、純資産全体が資産全体に占める割合は８７．３％となっています。 

 

① 固定資産等形成分 

 

 資産形成のために充てた財源の蓄積をいい、原則として金銭以外の形態（固定資産等）で保有されます。

統一的な基準では、固定資産等形成分として、固定資産の額に流動資産における短期貸付金および基金

等を加えた額が計上されます。令和２年度末の固定資産等形成分の残高は２６２４．７億円となり、前年度

から１５．４億円の増となっています。 

 

② 余剰分（不足分） 

 

地方公共団体が費消可能な財源の蓄積をいい、原則として金銭の形態で保有されます。統一的な基準

では、余剰分（不足分）として、流動資産（短期貸付金および基金等を除く。）から将来現金等支出が見込

まれる負債を控除した額が計上されます。 

 余剰分（不足分）がマイナスとなる場合、基準日（令和３年３月３１日）現在における将来の金銭必要額を

示していますが、統一的な基準では、余剰分（不足分）の算定方法として、便宜的に固定資産等形成のた

めに充てた地方債も負債として流動資産から控除することとしているため、市を始め多くの地方公共団体

において余剰分（不足分）がマイナスとなることが想定されます。 
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 統一的な基準が、これまで地方公共団体の間で複数の財務書類作成基準が混在していたものを統一す

るためにつくられたものであることから、純資産の区分など便宜的に定めざるを得ない部分もありますが、

純資産を「これまでの世代」による負担としてみる場合には、区分ごとではなく、純資産全体として、どの程

度の財源が蓄積されているかを捉えることが重要です。 

 なお、令和２年度末の余剰分（不足分）の残高は△２７９．０億円となり、前年度から８５．０億円減となっ

ています。 
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２ 行政コスト計算書 

 

市民に対して行政サービスを提供するためには、公共施設整備などの投資的経費のほかに、人件費や

物件費、社会保障給付などの様々な経費が必要です。 

行政経費のうち資産形成に結びつかない経費について、行政コスト計算書に表示することでその内容を

明らかにすることとしています。 

行政コスト計算書はいわば企業会計における損益計算書に相当するものですが、ここでは行政活動に

必要な費用（行政コスト）を性質別に表示することで、市がどのような経費に財源を投入しているのかがわ

かるようにしています。 

また、行政コスト計算書では、使用料や手数料収入などを収益としてとらえ、どの程度行政コストに充当

しているかについても明らかにしています。これにより（より詳細な分析が必要とはなりますが）特定の事業

について、どの程度の受益者負担を求め、どの程度の税収等を充当することが適当であるかを検討する

ための資料としても活用できるものと考えられます。 

なお、行政コスト計算書においては、市税収入を収益としては計上していません。市税収入を行政サー

ビスの対価として捉えるのか、また、納税者からの出資金として捉えるのかについては、いろいろな考え方

があるところですが、市税収入については行政コストと直接的な対応関係がないものと考えられることから、

ここでは後者の考え方を採用し、純資産変動計算書へ直接計上することとしています。 

税収等を収益とは捉えないという考え方により、行政コスト計算書における純行政コスト（民間の企業会

計における最終損益）は大幅なコスト超過となりますが、このことは、損益計算書において収益と費用との

対応による「利益」を算出し、一定期間の経営成績を示そうとする民間の企業会計による財務諸表との大

きな相違点といえます。 

 

名取市の令和２年度における行政コスト計算書は次ページのとおりです。 
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（単位：千円）

経常費用 42,541,183 ※

業務費用 21,044,204 ※

人件費 5,707,563
職員給与費 4,301,053
賞与等引当金繰入額 306,394
退職手当引当金繰入額 349,878
その他 750,238

物件費等 13,554,304
物件費 8,369,270
維持補修費 848,735
減価償却費 4,331,039
その他 5,260

その他の業務費用 1,782,338 ※

支払利息 141,680
徴収不能引当金繰入額 11,655
その他 1,629,004

移転費用 21,496,979
補助金等 13,156,058
社会保障給付 7,034,849
他会計への繰出金 1,252,533
その他 53,539

経常収益 1,483,327
使用料及び手数料 748,929
その他 734,398

純経常行政コスト 41,057,856
臨時損失 923,443 ※

災害復旧事業費 915,440
資産除売却損 7,319
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 683
その他 -

臨時利益 225,137
資産売却益 225,137
その他 -

純行政コスト 41,756,161 ※

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

行政コスト計算書
自　令和２年４月１日　

至　令和３年３月３１日

科目 金額
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令和２年度の行政コスト計算書をみると、経常費用の総額が４１２．９億円、それに対して経常収益の総

額が１４．８億円となり、臨時損益を加えた純行政コストは３９８．０億円となっています。当該純行政コスト

は純資産変動計算書に転記され、税収等財源の使途として計上されます（詳細は純資産変動計算書で後

述）。 

 

（１）経常費用 

 

経常費用は、大まかな分類として、以下の２つに分けられます。 

 

①業務費用（人件費、物件費等、その他の業務費用）  

②移転費用（補助金等、社会保障給付、他会計等への支出額等） 

 

いずれの経費も民間の企業会計と同様、発生主義の立場から費用を計上しているため、市の現金主義

会計による決算内容に引当金の繰入や減価償却など一定の調整が加えられたものとなっています。 

令和２年度における経常費用の性質別内訳については、【表５】のとおりです。 

 

【表５】経常費用の性質別内訳 

性  質  別 コスト総額 構成率 

業務費用 ２１０．４億円 ４９．５％ 

 人件費 ５７．１億円 １３．４％ 

 物件費等 １３５．５億円 ３１．９％ 

 その他の業務費用 １７．８億円 ４．２％ 

移転費用 ２１５．０億円 ５０．５％ 

  補助金等 １３１．６億円 ３０．９％ 

  社会保障給付 ７０．４億円 １６．５％ 

  他会計への繰出金 １２．５億円 ２．９％ 

  その他 ０．５億円 ０．１％ 

合     計 ４２５．４億円 １００％ 

 

① 業務費用 

ⅰ）人件費 

令和２年度の人件費の合計は５４．７億円であり、経常費用の１３．４％を占めています。 

人件費については、発生主義の立場から賞与等引当金繰入額及び退職手当引当金繰入額を計上し、

前年度の貸借対照表及び本年度の貸借対照表に負債計上した引当金額を年度間調整することで、発生

時点に応じたコスト計上を行っています。 

なお、一般的な市の財政分析においては、専ら建設事業に携わる職員の人件費を、事業費支弁人件費

として投資的経費に計上しているところですが、ここでは事業費支弁人件費分も人件費として計上しており、

貸借対照表における有形固定資産からは除外しています。 

 

ⅱ）物件費等 

令和２年度の物件費等の合計は１３５．５億円であり、経常費用の３１．９％を占めています。性質別で

は物件費（需用費や委託料など）が８３．７億円と最も多く、有形固定資産の減価償却費が４３．３億円、道

路や施設の維持補修費が８．５億円と続きます。 
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ⅲ）その他の業務費用 

令和２年度のその他の業務費用の合計は１７．８億円であり、経常費用の４．２％を占めています。その

他の業務費用として、地方債の支払利息や火災保険料、徴収不能引当金繰入額などを計上しています。 

 

② 移転費用 

ⅰ）補助金等 

令和２年度の補助金等の合計は１３１．６億円であり、経常費用の３０．９％を占めています。補助金等

では、下水道事業等会計への補助金・負担金や、亘理名取共立衛生処理組合へのごみ処理・し尿処理負

担金などを計上しています。 

 

ⅱ）社会保障給付 

令和２年度の社会保障給付の合計は７０．４億円であり、経常費用の１６．５％を占めています。社会保

障給付として、児童手当や障害者総合支援法による給付費、生活保護費などを計上しています。社会保

障給付は法律等に基づいて市が義務的に負担しなければならないコストですが、人口の増加などを背景と

して年々増加する傾向にあります。 

 

ⅲ）他会計への繰出金 

令和２年度の他会計への繰出金の合計は１２．５億円であり、経常費用の２．９％を占めています。他会

計への繰出金として、介護保険特別会計や国民健康保険特別会計への繰出金を計上しています。 

 

ⅳ）その他 

令和２年度のその他の合計は０．５億円であり、経常費用の０．１％を占めています。その他の業務費用

として、被災市街地復興土地区画整理事業や道路整備事業における移転補償費や自動車重量税等の公

課費などを計上しています。 

 

（２）経常収益 

 

行政コスト計算書には経常費用に対応する収益とみなして、①使用料及び手数料、②その他を計上しま

す。 

令和２年度の経常収益の計上額は総額で１４．８億円となり、経常費用に対する充当率は３．５％程度と

なっています。 

 

① 使用料及び手数料 

令和２年度の使用料及び手数料の合計は７．５億円となりました。内容としては、公営住宅使用料や文

化会館使用料などの使用料や、窓口手数料、督促手数料、廃棄物処理手数料などの手数料が計上され

ています。なお、発生主義の考え方により未収金についても収益計上されます。 

 

② その他 

令和２年度のその他の合計は７．３億円となりました。内容としては、土地建物の貸付や売払収入、学校

給食費などの諸収入が計上されています。 
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（３）臨時損失 

 

令和２年度の臨時損失の合計は９．２億円となりました。内容としては、災害復旧に関する費用や、資産

除売却損が計上されています。資産除売却損では、資産の売却による収入が帳簿価額を下回る場合の差

額、除却した資産については除却時の帳簿価額を計上します。 

 

（４）臨時利益 

 

令和２年度の臨時利益の合計は２．３億円となりました。内容としては、土地建物の売払収入が帳簿価

額を上回る場合の差額である資産売却益等を計上しています。 
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３ 純資産変動計算書 

 

純資産変動計算書は、純資産がどのような要因でどのように変動したか、その内容を確認するための

財務書類です。 

今回、市が作成する財務諸表については、納税者からの税収（地方交付税等を含む。）をサービスの対

価として捉えるのではなく、納税者からの出資金として捉えることとしていることから、純資産変動計算書に

ついては、いわば納税者からの出資金をどのように運用したかを表現するものであるということができます。 

 

名取市の令和２年度における純資産変動計算書は次ページのとおりです。 
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（単位：千円）

前年度末純資産残高 241,524,583 ※ 260,928,216 △ 19,403,634

純行政コスト（△） △ 41,756,161 △ 41,756,161

財源 35,873,776 35,873,776

税収等 18,914,185 18,914,185

国県等補助金 16,959,591 16,959,591

本年度差額 △ 5,882,386 ※ △ 5,882,386 ※

固定資産等の変動（内部変動） △ 4,971,358 4,971,358

有形固定資産等の増加 1,823,118 △ 1,823,118

有形固定資産等の減少 △ 3,192,291 3,192,291

貸付金・基金等の増加 3,799,431 △ 3,799,431

貸付金・基金等の減少 △ 7,401,616 7,401,616

資産評価差額 1,451 1,451

無償所管換等 0 0

その他 △ 1,072,436 6,512,847 △ 7,585,283

本年度純資産変動額 △ 6,953,372 1,542,940 ※ △ 8,496,311

本年度末純資産残高 234,571,211 262,471,156 △ 27,899,945

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

純資産変動計算書
自　令和２年４月１日　

至　令和３年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）
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令和２年度における純資産の変動状況については【表６】のとおりです。 

 

【表６】純資産の変動要因 

期 首 純 資 産 残 高 ２４１５．２億円 期首純資産総額 

純 行 政 コ ス ト △４１７．５億円 
純行政コスト計上額 

～行政コスト計算書より 

税 収 等 １８９．１億円 市税・地方交付税・地方譲与税等の受入額 

国 県 等 補 助 金 １６９．６億円 国庫支出金及び県支出金の受入額 

固 定 資 産 等 の 変 動 ０．０億円 
固定資産等形成分と余剰分（不足分）の内部

調整額 

資 産 評 価 替 差 額 ０．０億円 有価証券等の評価差額 

無 償 所 管 換 等 ０．０億円 
無償受贈財産の受入れなどによる純資産の

増減額 

そ の 他 △１０．７億円 上記項目に該当しない純資産の増減額 

本 年 度 末 純 資 産 残 高 ２３４５．７億円 
当年度純資産総額 

～当年度貸借対照表より 

 

令和２年度における純資産の変動状況をみると、純行政コストが４１７．５億円であったのに対し、財源と

なる税収等や国県等補助金を３５８．７億円受け入れているため、純資産のうち本年度差額の部分につい

ては５８．８億円の財源の減となりました。 

 

以下、純資産の変動要因ごとに内容を確認します。 

 

① 純行政コスト 

行政コスト計算書において算出された純行政コストについて、マイナス計上を行います。当該マイナス額

については、税収等によりまかなうことになります。令和２年度における純行政コストは４１７．５億円でした。 

 

② 税収等 

税や地方交付税、分担金及び負担金などを計上し、純行政コストの財源とします。令和２年度における

税収等は１８９．１億円でした。 

なお、税等の収入は発生主義の立場から未収金も含めて計上しています。 

 

③ 国県等補助金 

国庫支出金及び県支出金を計上し、純行政コストの財源とします。令和２年度における国県等補助金は

１６９．６億円でした。 
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④ 固定資産等の変動 

 

固定資産等の変動では、有形固定資産等及び貸付金・基金等の増減額を計上しています。これら変動

額は、純資産の変動要因とはならないものですが、純資産を構成している固定資産等形成分と余剰分（不

足分）との間で財源の異動が生じることから、内部振替により調整を行うこととしているものです。 

 

⑤ 資産評価差額 

 

投資及び出資金のうち市場価額のあるものなどについては、時価による資産評価を行うこととしていま

す。年度間の評価替え等により資産価額が変動した場合は、資産評価差額に変動額を計上し、純資産を

調整することとなりますが、令和２年度における変動額は０．０億円（１，４５１千円）でした。 

 

⑥ 無償所管換等 

無償所管換等には、寄附等により無償で資産を受贈した場合や、無償で資産を譲渡した場合など現金

による収入や支出を伴わない有形固定資産等の異動を計上します。 

統一的な基準による財務書類では、民間の企業会計にならい完成前の公共施設やインフラ資産整備事

業に対する支出を建設仮勘定という名目で有形固定資産に計上しています。 

 

⑦ その他 

上記①～⑥に該当しない純資産の変動があった場合は、その他として計上することとなります。令和２

年度については、△１０．７億円でした。 
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４ 資金収支計算書 

 

貸借対照表や行政コスト計算書、純資産変動計算書については、発生主義による考え方のもと、現金

の動きを伴わない取引も計上してきましたが、資金収支計算書においては、実際の現金取引に基づいて

計算書を作成し、資金の動きを確認しようとするものとなっています（企業会計におけるキャッシュフロー計

算書に相当します。）。 

資金収支計算書では、現金収支の動きを「業務活動収支」、「投資活動収支」、「財務活動収支」の３つ

に区分しています。 

 

名取市の令和２年度における資金収支計算書は次ページのとおりです。 
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（単位：千円）

【業務活動収支】
業務支出 37,866,448

業務費用支出 16,369,469
人件費支出 5,364,250
物件費等支出 9,256,518
支払利息支出 141,680
その他の支出 1,607,021

移転費用支出 21,496,979
補助金等支出 13,156,058
社会保障給付支出 7,034,849
他会計への繰出支出 1,252,533
その他の支出 53,539

業務収入 37,268,450
税収等収入 18,855,882
国県等補助金収入 16,948,803
使用料及び手数料収入 749,222
その他の収入 714,543

臨時支出 887,218
災害復旧事業費支出 887,218
その他の支出 -

臨時収入 -
業務活動収支 △ 1,485,217 ※

【投資活動収支】
投資活動支出 10,336,123

公共施設等整備費支出 6,166,963
基金積立金支出 3,719,342
投資及び出資金支出 139,818
貸付金支出 310,000
その他の支出 -

投資活動収入 8,055,095 ※

国県等補助金収入 10,788
基金取崩収入 7,170,116
貸付金元金回収収入 433,766
資産売却収入 440,426
その他の収入 -

投資活動収支 △ 2,281,027 ※

【財務活動収支】
財務活動支出 3,287,270

地方債償還支出 3,287,270
その他の支出 -

財務活動収入 3,616,101
地方債発行収入 2,958,200
その他の収入 657,901

財務活動収支 328,831
△ 3,437,414 ※

9,539,538

6,102,125 ※

前年度末歳計外現金残高 80,351
本年度歳計外現金増減額 35,826
本年度末歳計外現金残高 116,177

本年度末現金預金残高 6,218,302

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

前年度末資金残高

本年度末資金残高

資金収支計算書
自　令和２年４月１日　
至　令和３年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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令和２年度の資金の動きをみると、令和元年度末現在の資金残高が９５．４億円であったのに対し、令

和２年度末現在の資金残高は６１．０億円となりましたので、年度内の増減額はマイナス３４．４億円となり

ます。統一的な基準による財務書類では、資金残高に、市の歳計外現金残高を加えたものを現金預金残

高として計上しており、令和２年度末現在の現金預金残高は６２．２億円となりました。 

なお、資金収支計算書における本年度末現金預金残高は、貸借対照表における現金預金の計上額と

一致します。 

 

①業務活動収支 

 

業務活動収支のうち支出額には、人件費や物件費などの業務費用支出、補助金等や社会保障給付な

どの移転費用支出といった経常的な行政活動に要する経費のほか、災害復旧事業費支出などの臨時的

な支出を計上しています。 

収入額には市税や地方交付税などの一般財源のほか、業務活動支出に充当する国県補助金等や使

用料及び手数料などを計上しています。 

令和２年度の業務活動収支については３８７．５億円の支出に対し、３７２．７億円を収入することで、１４．

８億円の収支赤字となりました。 

 

②投資活動収支 

 

投資活動収支のうち支出額には、貸借対照表に計上される公共施設等の整備支出や財政調整基金や

特定目的基金へ積立金支出を計上しています。 

収入額には投資活動支出に充当する国県補助金や、基金の取崩収入を計上しています。 

令和２年度の投資活動収支については１０３．４億円の支出に対し８０．６億円を収入することで、２２．８

億円の収支赤字となりました。 

 

③財務活動収支 

 

財務活動収支のうち、支出額には地方債の元金償還額を計上し、収入額には地方債の発行収入及び

土地開発基金からの借入金を計上しています。 

令和２年度の財務活動収支については３２．８億円の支出に対し３６．１億円を収入することで、３．３億円

の収支黒字となりました。 

 

資金収支計算書と関連して、国や地方自治体の財政状況を把握するための指標の一つとして基礎的財

政収支（プライマリーバランス）があります。 

基礎的財政収支は、地方債の借り入れや財政調整基金等の繰り入れを差し引いた収入と、地方債の償

還や財政調整基金等の積み立てを差し引いた支出の差額であらわされ、基礎的財政収支がプラスという

ことは、地方債の借り入れや財政調整基金等の取り崩しに頼らずに、その年の税収等で必要な支出がま

かなえている状態を意味します。令和２年度の基礎的財政収支は、４１．５億円の赤字となりました。 
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５ 市民一人あたりの財務諸表 

 

ここまで、名取市の財務４表とその内容についてみてきましたが、「総資産が２６８９．０億円、それに対

する負債が３４３．３億円なので差し引き２３４５．７億円が負債に頼らない正味の純資産です。」、と一口に

いっても、その内容をイメージするのはなかなか容易なことではないと思います。 

そこで、ここでは市民一人あたりの財務諸表として、全ての資産や負債、または行政コストやそれに対す

る収益を市民一人あたりに換算し、一般にイメージしやすい内容で明らかにしていくこととします。 

なお、名取市の令和３年３月３１日現在の人口は７９，４５９人でしたので（外国人を含む。）、市民一人あ

たりの財務諸表については、貸借対照表等に計上された値を全て７９，４５９人で除した数値により表示し

ています。 

 

（１）市民一人あたりの貸借対照表 

 

市の貸借対照表を市民一人あたりに換算したところ、資産等の内訳は次のとおりとなり、市民一人あた

りが有する資産額は３３８万４千円、負債の額は４３万２千円でした。子どもからお年寄りまで全ての市民が

等しく３３８万４千円の資産を有する一方、４３万２千円の負債を抱えているということになります。 

 

○市民一人あたりの貸借対照表                      （単位：万円） 

借   方 貸   方 

[資産の部] 

 

１ 固定資産 

（１）有形固定資産 

（２）無形固定資産 

（３）投資その他の資産 

 

２ 流動資産 

（１）現金預金 

（２）基金 

（３）その他 

 

 

 

資産合計 

 

 

 

３２６．０ 

２９０．９ 

－ 

３５．１ 

 

１２．４ 

７．８ 

４．３ 

０．3 

 

 

 

３３８．４ 

 

 

[負債の部] 

 

１ 固定負債 

（１）地方債 

（２）長期未払金 

（３）退職手当引当金 

（４）その他 

 

２ 流動負債 

（１）１年内償還予定地方債 

（２）未払金 

（３）賞与等引当金 

（４）その他 

 

負債合計 

 

 

 

３８．９ 

３３．１ 

０．５ 

３．９ 

１．４ 

 

４．３ 

３．７ 

０．２ 

０．４ 

０．０ 

 

４３．２ 

 

[純資産の部] 

 

純資産合計 

 

 

２９５．２ 

３３８．４ ３３８．４ 
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（２）市民一人あたりの行政コスト計算書 

 

市の行政コスト計算書を市民一人あたりに換算したところ、行政コスト等の内訳は次のとおりとなり、市

民一人あたりに要する純行政コストは５２万６千円でした。 

なお、純資産変動計算書による令和２年度の税収等は１８９．１億円でしたので、市民一人あたりの税収

等は２３万８千円となっています（国県等補助金を含めると一人あたり４５万１千円となります）。 

 

○市民一人あたりの行政コスト計算書    （単位：万円） 

経常費用 

業務費用 

   人件費 

（職員給与費、賞与等引当金繰入額 等） 

物件費等 

（物件費、維持補修費、減価償却費 等） 

その他の業務費用 

（支払利息、徴収不能引当金繰入額 等） 

移転費用 

  補助金等 

  社会保障給付 

  その他 

経常収益 

（使用料及び手数料 等） 

５３．５ 

２６．５ 

７．２ 

 

１７．１ 

 

２．２ 

 

２７．１ 

１６．６ 

８．９ 

1 

１．９ 

純経常行政コスト ５１．７ 

臨時損失 

（災害復旧事業費 等） 

臨時利益 

（資産売却益 等） 

１．２ 

 

０．３ 

純行政コスト ５２．６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


